
ジャマイカ便り第 15号 1月 

2024年度 青年海外協力隊 馬渕 萌子 青少年活動 

 

ワグワーン！（調子はどう？） 岐阜県のみなさん、こんにちは。JICA 青年海外協力隊 2024

年度 1次隊、青少年活動で中南米のジャマイカに派遣中の馬渕萌子（まぶち もえこ）です。 

明けましておめでとうございます。２０２６年になりました。私にとって、日本を離れて海外で

迎える年越しは、これで２回目です。今年の年越しは、どこで、どのように迎えているのだろう

と、今からワクワクしています。今回は、２０２５年の思い出を振り返りたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～１月 Happy Birthday to me！～ 

２０２５年は、年を越してすぐに私の誕生日がありました。

突然、同僚から「避難訓練だ！避難しろ！」と言われ、み

んなが一カ所に集まると、サプライズで、私の誕生日をお

祝いしてくれました。とても嬉しかったです。 

２０２５年、とても良いスタートでした。 

  

～７月 Congrats on graduating！～ 

７月の初め、生徒たちは卒業式を迎えました。卒業アルバム

用の写真撮影では、なぜか私も生徒と一緒に制服を着て写

真を撮ってもらいました。卒業式本番では、各科目の成績上

位者が表彰されます。私の授業の表彰の際には、私自身が

生徒を表彰することができました。 

 

～２月 Japan Day～ 

日本文化を体験できる 

イベントを企画し、たこ 

焼き、書道、浴衣を生徒 

たちと一緒に楽しみました。 

日本好きの生徒たちは、日本の浴衣に大

興奮！さっそく浴衣を着て、一緒に写真

を撮りました。 

～３月 地域の学校で日本紹介～ 

隊員と一緒に地域の学校で日本紹介を行

いました。書道コーナーはとても盛り上が

り、改めて日本文化の素晴らしさを実感。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２５年を振り返ると、新しい出会いや経験があり、笑いあり、感動ありの思い出が積み重な

り、自分の成長を感じられた 1 年でもありました。毎日の活動や生徒との関わりを通して、小

さな発見や驚きが絶えませんでした。２０２５年は私にとって特別な年でした。今年はどんな年

になるのか、今から楽しみです。何はともあれ、健康と安全に気をつけながら、引き続き活動し

ていきます。最後まで読んでいただき、ありがとうございました。リックルモア！（またね！） 

 

～８月 ようそこジャマイカへ～ 

日本から友達２人がジャマイカ

に遊びに来てくれました！ 

カンボジアで出会った２人と、地

球の裏側でこうして再会できる

とは感慨深いです。 

数日間の旅でしたが、いろんな

意味で記憶に残る、面白い思い

出になりました（笑）。 

とは感慨深いです。数日間の旅でしたが、いろんな意味

で記憶に残る、面白い思い出になりました！（笑） 

～８月  

任期の折り返し～ 

ジャマイカに来て 

１年が経過。 

ご褒美ということで、同期隊員と一

緒に人生で初めてのオールインクル

ーシブのホテルへ。 

～９月 中間報告会～ 

任期も残り半分ということで、

中間報告会にて１年間の活動

報告を行いました。 

～１０月 National Heroes Day～ 

独立や社会正義に貢献した国民的英雄を称える祝日。ジャマ

イカの７人のヒーローに関する授業やイベントを行いました。 

～１０、１１月 ハリケーンと避難生活～ 

10 月末、ハリケーン「メリッサ」がジャマイカを直撃しました。私の任地であるセントエリザベス

県、特にブラックリバー地域が壊滅的な被害を受けました。被災後、日本をはじめ各国からの

支援物資や支援活動、そしてジャマイカ人同士の助け合いの様子を 

目にし、改めて支え合うことの大切さを感じました。また、避難生活 

の中では、普段はゆっくり話せなかった隊員たちと 

過ごす時間もあり、意味のある避難生活となりました。 

避難生活を終えて任地に戻り、地域の人たちと久しぶ 

りに話すと、言葉では表しにくいのですが、ここで暮ら 

してきたのだなと改めて実感しました。 


